
学校だより【重点教育目標】自己肯定感を高める教育の推進 生命を育む雷山学

非接触型のセンサー水栓が、新たに各教室前の手洗い場に設置されま

した（市内全小中学校に設置）。寒い日でも休み時間になると元気に運動

場で遊ぶ児童も多く、休み時間後などにしっかり活用しています。

しかしながら、ハンカチを持ち歩いていない児童をよく見かけます。

御家庭で確認していただき習慣付けをお願いします。

雨天時の登校時の児童の様子で、傘を持参していない児童や、持参していても傘をささずに

雨に濡れながら登校する児童をよく目にします。その後、教室に入っても、濡れた身体やラン

ドセル等をタオルやハンカチ等でふかずにそのままの児童も多いようで

す。学校では、自己の健康管理と学習具等の管理、公共マナーの面から

指導をしていますが、御家庭でも、当日の天気予報に留意いただくとと

もに、継続的な声掛けをお願いします。

１月は、全国的に、新型コロナウイルス感染症とともにインフルエンザも流行しました。

１月末になり、コロナの感染状況は徐々に減少しつつありますが、対策を継続します。

●風邪や発熱等の症状が見られた場合は、学校に連絡の上、自宅で休養をお願いします。

●同居家族に風邪や発熱等の症状が見られた場合の登校については、学校に御相談ください。

●学校で風邪や発熱等の症状が見られた場合は、早退となるため、お迎えをお願いします。

●児童本人や同居家族がPCR検査受診となった場合、学校へお知らせください。

2/ 3（金） 委員会活動（４・５年生） 3/ 3（金） 委員会活動（４・５年生）

2/ 7（火） スキルアップタイム（全学年） 3/ 7（火） スキルアップタイム（全学年）

2/10（金） ６年生を送る会 3/ 8（水） 全校13時下校（市内一斉教職員研修日）

2/14（火） 第４回学校運営協議会 3/16（木） 修了式（６年生）

つばさ文庫読み聞かせ（１・２年生） 3/17（金） 卒業証書授与式（５・６年生）

2/15（水） つばさ文庫読み聞かせ（３・４年生） 3/22（水） 地域集会（新登校班の確認）

2/16（木） つばさ文庫読み聞かせ（５・６年生） 3/23（木） 新登校班での集団登校開始（～3/24）

2/18（土） 土曜授業（学年末分散参観） 大掃除（全学年）

２分の１成人式（４年生） 3/24（金） 修了式（１～５年生）

ＰＴＡ講演会（保護者研修会） 3/25（土） 春休み開始（～4/6）

2/21（火） スキルアップタイム（全学年） 4/ 7（金） 前期始業式（新２～６年生）

2/25（土） ＰＴＡ環境作業（中止） 新登校班での集団登校（～4/28）
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２・３月の主な予定 ※感染状況により変更となる場合があります。

教室前の手洗い場が、センサー水栓に変わりました

新型コロナウイルス感染症対策の徹底とお願い

天気予報に留意し、雨に濡れないようにしましょう

学校では、市の予算の範囲内で、毎年、図書室の児

童用図書の購入を行っています。

これに加え、今年度は、雷山校区の社会福祉協議会

から児童用図書費用30万円分の寄付をいただき、「子ど

もたちに人気のある本」、「授業で調べ学習に使える本」、

「子どもたちの心の成長のために是非読んでほしい本」

等を選定・購入し、図書室に配置しました。 【↑購入した図書の一部】

『購入した児童用図書の一部』

・新装版ハリーポッター（全巻セット） ・名探偵コナン「理科ファイル」（既11巻）

・角川まんが超科学シリーズ「どっちが強いＸ」（既10巻）

・科学探偵「謎の真実」シリーズ（既12巻） ・科学漫画「サバイバル」シリーズ（15巻）

・SDGｓの基本「未来のための17の目標」（全18巻） ・はだしのゲン（全10巻）

・調べてまとめる！仕事の工夫（全５巻） ・運動ができるようになる本（全５巻）

・斎藤孝の「子どものための道徳（学び方編）」 ・斎藤孝の「子どものための道徳（生き方編）」

・これが鳥獣戯画でござる小学館アートブック ・世界ショートセレクション第２期、第４期

・ルルとララのおかしやさんシリーズ（既26巻） ・賢治童話ビジュアル事典

その他、糸島商工会からも児童用図書代１万円分の寄付があり、購入を予定しています。

子どもたちのため、誠にありがとうございます。

スマホやゲームの使用率が年々高くなり、「生活習慣の乱れ」「学習（学力）への影響」「睡眠

不足による健康への影響」「感情のコントロールへの影響」等を踏まえ、糸島市の小学校及びＰ

ＴＡでは、６～７年程前に統一ルールを決め、「平日の使用時間は１時間以内」として啓発を続

けてきています。雷山小学校でも、「ゼロゲームデー（毎月「10日、20日、30日」は、ゲーム以

外のことをして過ごす）」の取組を、６年程前から続けているところです。

最近では、東北大学加齢医学研究所と仙台市教育委員会との共同研究の報告書（2019）によ

ると、「１日１時間以上の使用は、脳や心の働きを混乱させ、せっかく勉強して覚えたこともす

ぐに忘れさせてしまうような悪影響が現れるかもしれない。」と警鐘を鳴らしています。

このような研究報告を踏まえ、本校の全学年の実態も把握する必要があると考え、12月に「ス

マホやゲームの平日の使用時間」等について調査をしました。

下学年（１～３年生）と上学年（４～６

年生）別の結果は、次のとおりです。

●下学年では、目安としている平日１時間

以内の割合は６４％です。

逆に、１時間以上の割合は３６％です。

●上学年では、目安としている平日１時間

以内の割合は３８％です。

逆に、１時間以上の割合は６２％です。

学年が上がるにつれて学習内容は多く、難しくなっていくのに、上学年では半数以上の児童

が平日１時間以上使用している状況になっています。この調査結果をもとに、御家庭でもお子

様と定期的に話し合い、使用時間の見直しに役立てていただきますようお願いします。

児童用図書の充実（雷山校区社会福祉協議会より）

スマホやゲーム機器の利用状況調査結果から（平日の結果）


